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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、カルバペネム系抗菌薬に対し耐性を示す肺炎桿菌に対してメ

ロペネムとアミカシン併用療法の有効性を評価するために、マウスモデル

を確立し、さらに併用療法の有効性を検証したもので、目的は十分に妥当

である。 

 

 

２ 研究手法に関する評価 

カルバペネム耐性肺炎桿菌株を Agar-based inoculum法を用いてマウス

に感染させるモデルの作成に成功し、最適なマウス、菌株、接種菌量を設

定している。ついで、抗菌薬の単剤、併用治療による効果を、マウスの生

存率、肺内菌数、病理などで評価しており、研究手法も妥当である。 

 

 

３ 解析・考察の評価 

薬効評価のための新しいマウスモデルを確立し、メロペネムとアミカシ

ン併用療法が、それぞれの単剤治療よりも有効であることが示された。今

後の難治性のカルバペネム耐性菌感染症の治療の発展が大いに期待され

る。 

 

 

以上のように本論文はカルバペネム耐性肺炎桿菌による肺炎の治療に

貢献するところが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に

値するものと判断した。 
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